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２１春闘は現在の職場問題における抜本的

改善を成すための大幅賃上げ、大幅増員、郵

政２０条裁判最高裁判決にふまえた均等待遇

など切実な要求を主張してきました。しかし、

会社からの回答は「依然として厳しい経営状

況が続いている」として６年連続ベアゼロ、期

間雇用社員の時給引き上げもゼロでした。今

までの春闘と同じことが繰り返されたのです。

郵政ユニオンは、これへの抗議と要求の前進

を求め３月１９日、ストライキを行いました。 

目黒局前で７時３０分から 1 時間のストライキ突入集会を行いました。集会ではコ

ロナ禍でも利益を上げながらベアゼロ回答に抗議するとともに、職場で起こっている

多くの問題を解決させていくための決意がされました。 

１１時の郵政本社前集会に１００人参加し、ゼ

ロ回答に抗議しました。「内部留保を賃上げに」

「増員でサービス拡充を」「コロナ禍こそ待遇改

善」とコール。 

 

緊急事態宣言の中、全労連、全労協からも支援に駆け付けてくれました。 


